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代沢せせらぎ公園整備計画の概要
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公園計画
アンケート
公園計画
アンケート

問い合わせ先：問い合わせ先： 世田谷区みどり３３推進担当部公園緑地課建設担当
担当：櫻井、佐々木　　電話：０３－６４３２－７９１０
世田谷区みどり３３推進担当部公園緑地課建設担当
担当：櫻井、佐々木　　電話：０３－６４３２－７９１０

　区ではこの度、代沢せせらぎ公園に隣接する
北側の土地 (2,350 ㎡ ) を取得し、令和 10 年 春
の開園を目指して整備計画を作成しています。
作成にあたっては、工事開始まで、公園のデザ
インや運営について話し合う公園づくり検討会
を継続的に開催し、地域のみなさんの「やって
みたい」を実現できる公園づくりを検討してい
きます。

　第 3 回公園づくり検討会を令和７年 ６月 28 日 ( 土 ) に
代沢まちづくりセンター 地下１階 活動フロアにて開催い
たしました。検討会では、第 1 回試行体験日の結果報告
と公園のゾーニング検討ワークを行いました。
　当日は、大人から子どもまで、総勢 18 人の地域のみな
さまに参加いただきました。

　令和７年 ６月 1 日 ( 日 ) に代沢せせらぎ公園にて、
第 1 回試行体験日を開催いたしました。
拡張区域を開放し、公園全体で「みどり・農・森づくり」

「賑わい・交流・地域活動」「健康・スポーツ」の３つの
テーマで試行体験を行いました。
　当日は約 300 人の方に来場いただき、たいへん賑わい
ました。

　今までの検討会やアンケートのご意見を参考に大まかなエリア配置を行いました。
配置案を確認いただき、別紙配布のアンケートへのご回答にご協力ください。
　アンケート結果は第 4 回公園づくり検討会で発表し、結果をもとに公園計画ワーク
を行う予定です。みなさんのご意見をお聞かせください。

みどりの量　　★★☆
舗装面の広さ　★★☆

芝生が広がる、自然を楽しみながらも自由度の高いエリア。
『原っぱが欲しい』『走り回りたい』『ピクニックがしたい』

みどりの量　　★★★
舗装面の広さ　★☆☆

みどりの量　　★☆☆
舗装面の広さ　★★★

原っぱエリアを主体とし、のんびり
ゾーンと活動ゾーンがバランスが良
く既存と拡張区域が繋がる計画です。

落ち着きのある森エリアを主体とし
た、自然とのふれあいが期待できる
計画です。

舗装されたエリアを主体とした、お
祭りなどのイベント利用のしやすさ
が期待できる計画です。

詳細とお申込み方法は P.2 をご覧ください→

第１回試行体験日 と 第３回公園づくり検討会を開催しました第１回試行体験日 と 第３回公園づくり検討会を開催しました

第４回　公園づくり検討会の参加者を募集します！第４回　公園づくり検討会の参加者を募集します！

新しい公園の配置について みなさんのご意見をお聞かせください！新しい公園の配置について みなさんのご意見をお聞かせください！

代沢せせらぎ公園の整備に向けて

公園のゾーニング検討を行いました！

代沢せせらぎ公園の整備に向けて

公園のゾーニング検討を行いました！

現状の代沢せせらぎ公園

ゾーンと各エリアのイメージ 　今までの検討会やアンケートのご意見よりまとめました

Q. 公園で行いたい活動が実現出来そうな配置案はどの案ですか？

別紙配布のアンケートにご協力ください
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第 1 回試行体験日の様子

第 3 回公園づくり検討会の様子

第 ３ 号

原っぱエリア

休憩をしたり自然観察等の静かな活動を想定したゾーン

運動や遊び等の身体を動かす活動やイベント利用を想定したゾーン

既存の舗装エリアのようにダスト舗装整備されたエリア。
『自由に使える広場が欲しい』『ボール遊びがしたい』舗装エリア舗装エリア

四季の植物を楽しむエリア。植物を育てる活動もできます。
『季節感を感じたい』『環境学習の場が欲しい』『木陰が欲しい』森エリア森エリア

既存区域の丘の地形を活かした、見晴らしの良いエリア。
『自然と触れ合いたい』『花見がしたい』『自然観察がしたい』丘エリア丘エリア

公園と周辺の緩衝となる樹林帯。
『道路への飛び出し対策が欲しい』『騒音問題が気になる』

※『』内は今までの検討会やアンケートでいただいたご意見です。
※遊具エリアの配置は公園づくり検討会にて検討します。
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拡張区域：代沢 3-2
既存区域：代沢 4-36N

拡張区域拡張区域

既存区域既存区域

代沢せせらぎ公園の位置図

Ａ 原っぱが主体の公園 Ｂ 森が主体の公園 Ｃ 舗装が主体の公園
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世田谷区ホームページ（ページ ID：20474）
トップページ＞ 住まい ・ 街づくり ・ 環境＞ 公園 ・ 緑道＞
公園づくり＞代沢せせらぎ公園整備計画について
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ワークのまとめ 各グループ発表後、一枚のゾーニングに意見をまとめました

　試行体験日とは公園でやってみたい活動や、検討会であがっ
た内容を、区民のみなさんと公園現地で実施する取り組みで
す。試行体験運営メンバーが主体となり「みどり・農・森づくり」

「賑わい・交流・地域活動」「健康・スポーツ」の３つのテー
マで試行体験を行いました。
　当日は拡張区域を開放して、公園全体に約 300 人が公園に
来場いただき、大いに盛況しました。

第１回試行体験日 開催レポート第１回試行体験日 開催レポート

第３回公園づくり検討会 開催レポート第３回公園づくり検討会 開催レポート

第１回試行体験日･第３回  公園づくり検討会 開催レポート第１回試行体験日･第３回  公園づくり検討会 開催レポート

広い原っぱを設けたい広い原っぱを設けたい

広い舗装のエリアがほしい広い舗装のエリアがほしい

各エリアの計画を具体的に考えよう！
～検討会内容～

会場の大きさが限られているため、事前申込み制の先着順とします。
お手数ですが、下記の二次元コードの応募フォームもしくはお電話にてお申し込みください。
会場の大きさが限られているため、事前申込み制の先着順とします。
お手数ですが、下記の二次元コードの応募フォームもしくはお電話にてお申し込みください。

世田谷区　みどり３３推進担当部公園緑地課建設担当
電話 ０３-６４３２-７９１０
世田谷区　みどり３３推進担当部公園緑地課建設担当
電話 ０３-６４３２-７９１０

※荒天時は中止する場合があります。中止の際は
　前日正午までに区ホームページに掲載します。

※利用可能な駐車場はございませんのでご注意ください。

第４回公園づくり検討会の参加申込みのご案内第４回公園づくり検討会の参加申込みのご案内

代沢まちづくりセンター 会議室

（代沢５−１−１５）　

会場 ：

午後１３時３０分～午後１５時３０分

１１月３０日（日）
２０２５年 

第４回 公園づくり検討会の参加者を募集します！第４回 公園づくり検討会の参加者を募集します！

第 3 回公園づくり検討会や本紙面 P3 のアンケートで集まったご意見
をもとに、各エリアで行いたい活動を実現するために必要な空間や
施設・場づくりについて検討します。
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50 名
先着
50 名

■期日：１１月２６日（水）まで
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文文 代沢まちづくりセンター 会議室代沢まちづくりセンター 会議室
開催場所：開催場所：

開催日時：令和７年 ６月１日 ( 日 ) １１：００～１６：００
会場：代沢せせらぎ公園（既存区域・拡張区域）
来場者数：約 300 名

開催日時：令和７年 ６月 28 日 ( 土 )
 １０：００～１２：００
会場：代沢まちづくりセンター 
参加人数：18 名

水風船や竹を使った遊び健康・スポーツ

水風船を使ったストラックアウトや手作りの竹
ぽっくりで来場者が爽快に身体を動かせる体験
をつくりました。

のんびりグッズの
貸し出し賑わい・交流・地域活動

アウトドアチェアやレジャーシートの貸し出しを
行い自然な交流の場づくりを行いました。

みどりのポテンシャル
調査みどり･農･森づくり

来場者と拡張区域内にいる虫などの生物・植物の
調査の実施やプランターを使った植生実験を行い
ました。

ワークでは、グループに 分かれて各グループで意見交換とゾーニン グ検討をしました。

２．ワーク：公園のエリア分けをしよう！

１．レクチャー：これまでの振り返り
当日のプログラム

前回検討会・第 1 回試行体験日・アンケー
ト結果を踏まえて、必要な要素や広さ、各
エリアを敷地のどこに配置するべきかを話
し合いながら、ゾーニングを検討し、グル
ープごとに発表を行いました。

これまでの検討会で決まった公園のコンセ
プトや基本方針の振り返りを行いました。
また、第 1 回試行体験日の様子やアンケー
ト結果について報告しました。

視線配慮や安全の観点から
沿道は樹木で囲いたい
視線配慮や安全の観点から
沿道は樹木で囲いたい
騒音や夜間の安全対策が必要
だと思う
騒音や夜間の安全対策が必要
だと思う

原っぱ原っぱ

丘丘
舗装舗装

既存区域の丘を残したい既存区域の丘を残したい
既存区域の流れの自然の多様
性を楽しむことが出来る場所
が欲しい

既存区域の流れの自然の多様
性を楽しむことが出来る場所
が欲しい

舗装のエリアは広い拡張
区域内が適切だと思う
舗装のエリアは広い拡張
区域内が適切だと思う

・広場は原っぱとして整備したい。
・原っぱの中には緑陰を提供する樹幹
   の大きな落葉樹があると良い。
・せせらぎの一部を拡張して池のよう
   にできると良い。
・既存エリアの花壇は残すか 移設する。
・ダスト舗装エリアは現況のままでも
   良い。

� グループ　ゾーニング

・拡張区域はフレキシブルに利用でき
   裸足で遊べる原っぱとしたい。
・既存の流れの延長上に林を設け育て
   る森をつくる。
・アスレチックを既存流れに隣接させ、
   子供の遊び場と自然を融合させる。
・出来るスポーツの幅を広げ、周囲は
   安全のためフェンスを設ける。

� グループ　ゾーニング

・近隣住民への騒音や視線に配慮して、
   公園の外周には並木を植栽する。
・地歴的な観点から、拡張区域に流れ
   を復活させたい。
・遊具の周りは樹林地にして木陰のあ
   る見守り場があると良い。
・既存区域のダストエリアは拡張し、飛
   び出しを考慮してフェンスを立てる。

� グループ　ゾーニング

・既存区域外周は緑化し、特に西側か
ら北側にかけて、既存公園側の大きな
   ボリュームの緑を引き込む。
・四季を楽しめる花木を点在させる。
・拡張地南辺には高木など植栽せず、
   既存区域と一体的に利用する。
・遊具エリアは見守りやすい通り沿い
   にし、新しい遊具なども導入する。

� グループ　ゾーニング

既存の桜の配植を残し緑道の
みどりのつながりを維持したい
既存の桜の配植を残し緑道の
みどりのつながりを維持したい


